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3号原子炉建屋内のダクトの状況確認を行う。

１．状況確認の目的

ダクト（原子炉建屋内）

※ 2号機については10/16ダクト修理時に健全性を確認済み



２．状況確認の方法

 3号機原子炉建屋内のダクト周辺は高線量エリア（最大約1Sv／ｈ）のため、
ロボットカメラでの確認を試行

 実施時期はH24.11.27（28予備日）予定

ロボット走行
ルート

原子炉建屋 １階

配管 ダクト

PCVガス管理設備ダクト敷設状況

ダクト

作業床

ダクト二重扉（北側）

約1Sv／ｈ

開閉不能

炉注配管・障害物

（ロボット通行不可）



３．新型ロボット
ロボット名 ＦＲＩＧＯ－ＭＡ（フライゴー エムエー）
メーカー 三菱電機特機システム（株）
スペック 自重約３８kg

全長650mm 全幅490mm 全高750mm
（機能）階段昇降 録画・録音 線量率測定

温度・湿度測定
有線ケーブルによる操作（ケーブル断線時は無線による
救援機能有り）

H24.11.7

福島第一原子力発電所へ受入



４．使用するロボット

 上方向を確認可能なパンチルト機能を有したカメラや録画機能等、当該箇
所の調査に適した機能を有しているため、ＦＲＩＧＯ－ＭＡを採用

 ＦＲＩＧＯ－ＭＡのカメラ視界の明るさ補助のためＰａｃｋｂｏｔを投入

 ＦＲＩＧＯ－ＭＡは有線操作、ＰａｃｋｂｏｔはＦＲＩＧＯ－ＭＡを中継
機にした無線操作

 ロボットの操作は、免震重要棟から実施

 ケーブル断線による通信トラブル時の救援機としてＱｕｉｎｃｅ２を待機

ＰａｃｋｂｏｔＦＲＩＧＯ－ＭＡ Ｑｕｉｎｃｅ２


